
１ 生活・学習

改善したい点（◎「基礎・基本」） 今後の具体的な取組みの内容

◎授業の予習をする。（３９．３％）

授業の復習をする。（５３．６％）

◎月曜日から金曜日まで２時間以上３時間テレビを見た

りゲームをしたりする。（５３．６％）

・自主学習ノートに予習・復習の跡が残るように書き残して

いく。次時の単元の音読・意味調べをさせる。

・ふり返りカードで２時間以内の目当てをもって実践させ

る。通信を通して啓発活動を行い、家庭の協力を得る。

来年度の目標値
・授業の予習・復習をする児童を７０％以上にする。

・テレビ，ゲームをする時間，２時間以内６０％を目指す。

２ 教科学習への意識

来年度の目標値 ・5W1Hを意識して、話したり、書いたりする子を７０％以上にする。
・くり返し計算することが好きな児童を７０％以上にする。

児童の回答と学校の指導についての課題
（◎「基礎・基本」）

授業改善の方向性や具体的な取組み

国

語

◎文章を読んだり書いたり、話したり、聞いたりすると

きに「だれが」「いつ」「どこで」「何を」「なぜ」「どのよう

に」について注意している。（４６．４％）

◎伝えたいことの中心をはっきりさせ、組み立てを考

えて文章を書いている。（４６．４％）

・週１回の「ことばタイム」で５W1H を意識した話し方・

書き方をさせる。書き方・話し方の例を掲示する。

・読書カードを活用し、月、年間の目標を設定し、朝読

書、すき間読書を行い、評価活動を行いながら目標を

達成させる。

・作文、日常の日記を書く際に構成を考えてから文章

を書くようにさせる。

算

数

◎計算などのくり返し学習をするのがすき。（５７．

１％）

◎ともなって変わる２つの数や量の関係を調べる

とき、まず２つの数や量を順序よく表に表してい

る。（５３．６％）

・目標を設定し、取り組ませ、評価していき、児童が学

力の向上を実感できるようにする。

・表の便利性・整理していくことのよさを授業で実感さ

せ、日常の生活場面のどこで使えるかを具体的に考

えさせる授業を仕組む。

計算などのくり返し学習をするのがすき
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文章を読んだり書いたり、話したり、聞いたりするときに「だれが」「いつ」「どこで」「何を」「なぜ」「どのよう

に」について注意している。

１日，テレビ･ゲームをする時間

授業の予習をする。



～ ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ～

・Ｄo

【教科】

【生活・学習】

授業改善シート〔実施スケジュール〕 校番（３５）番 福山市立藤江小学校

・Plan

全校

全教科

Action CheckCheck

結果の分析・H２２の改善計画の見直し
H２３の改善計画の実施

検証 次年度の計画

算 数
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朝読書

読み聞かせ

チャレンジタイム

ことばタイム

ステップタイム

校内研修の充実

理論研修（評価読みを取り入れた説明的な文章の指導のあり方）

授業研究（発問・板書・評価・言語活動・ワークシート等）

ワークショップ型研修・言語技術研修

補助簿改善による見取力のアップ

公開研究会 学力診断テスト

学力診断テスト

生活ふり返りカードの実施 集約分析と見直し

・問題解決型授業の学習展開

・個に応じた指導方法の改善工夫

・レディネステストによる実態把握

・補助簿改善による見取力のアップ
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平成２４年度

学校評価作成
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度の方向性

「基礎・基本」

定着状況調査

「基礎・基本」

定着状況調査

学校だより「藤江の里」・家庭学習のてびき・学級通信・学級懇談会等を通しての広報活動や協力依頼，教育講演会による啓発活動

各学年による朗読発表会

・詩の朗読

・群読等

・読書感想文発表会

全国学力・学習状況

調査

全国学力・学習状況

調査


